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□ふたつの角運動量 21 , jj
rr

が合成された 21 jjJ += かつ 21 jjM += の状態から、全ての状態を求める

21 jjM +=       121 −+= jjM                   L221 −+= jjM
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但し、⇒は、 −J を作用させることを示し、↓は線形変換で直交化を行うことを示す。

　　　 γβαγβαγβα ′′′′′′′′′ ,,,,,,,,,,ba  は定数(昇降演算子の公式を使って求める)。

○右への進行( ⇒ )は、 JM −= になるまで続ける(例えば最上段は ( )21 jj +− まで)。

○下への進行(↓)は、元の段で −J を作用させても項数が増えなくなるまで続ける。

具体的には、 { }221 jmmJ −=+− ζL のところで、最後の項が消えてしまうので、それ以上項数

は増えなくなる。さらに、最初の項が { }L+=−=− 2211 jmjmJ α となると、項数は減少に転じる。

なお、直交化で下へ降りるたびに、J は 1 ずつ減少して行き、最後は 21 jjJ −= となる。

 易しい例

　　　　　　     　項数 1  　2   1                              項数 1   2   2   1

j1=½, j2=½  (J=1)○⇒○⇒○             j1=½, j2=1   (J=3/2)○⇒○⇒○⇒○

                 (J=0)○                                   (J=1/2)○⇒○

                            項数 1 　2   3   2   1

             j1=1, j2=1   (J=2)○⇒○⇒○⇒○⇒○

                               (J=1)○⇒○⇒○

                                   (J=0)○
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